
　井関地区の代田と長者峰では、ダイダラ
ボッチと呼ばれる大人形を毎年制作してい
ます。江戸時代のころに、疫病などからム
ラを守るために作られるようになったのが
始まりと伝えられています。『穏やかな生
活がいつまでも続くように』。そんな代々
の作り手の思いが込められた大人形が、地
域のこどもたちの成長を見守っています。
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特集

　2022年10月１日石岡市民の日、「石岡市ゼロカー
ボンシティ宣言」を行います。
　2018 年「国連の気候変動に関する政府間パネル
（IPCC）」の特別報告書に基づき 2020 年 10 月、
国は「2050 年までに温室効果ガスの排出を全体と
してゼロにする、カーボンニュートラルを目指すこ
と」を宣言しました。
　カーボンニュートラルをキーワードに社会の在り
方が大きく変わろうとしている今、個人も企業もこ
れを「成長の機会」として捉え新しいチャレンジを
する必要があります。自治体においても地域固有の
事情や特色を踏まえた課題を設定することにより、
ゼロカーボンのまちづくりでその課題解決に取り組
むチャンスと捉えるべきと考えます。
　市では今後、ゼロカーボンの目標達成に向けた「い
しおかスタイル（石岡市環境
基本計画）」の実行計画を策
定します。様々な主体が一体
となって「まちの価値」を高
めていきたいと思います。

※「ゼロカーボン」と「カーボンニュートラル」とは？
温暖化対策として温室効果ガス、二酸化炭素の排出をゼ
ロにする、排出量と吸収量を相殺すること。
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